
古
代
日
本
語
の
二 、

三
の一
音
韻
現
象
に
つ
い
て

村

一
、

露
出
形
と
被
覆
形
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

解
釈

ウ
ケ
(食)

サ
ケ
(酒〉

くー〕

カ
グ
ハ
影
)

ス
グ
(
菅
)

古代日本語のニ， 三の音韻現象にづいて

乙
類エ
列立日に
終る
名
詞 、
たと
え
ばカ
ゲ
(影)
が
後続の
こと
ばと

絡
助
詞
「ナ」
「ノ」
「ツ」
をと
も
なっ
た
り 、

伴わ
ずに 、
合
成語をつ

くる
と
き 、
エ
列音がア
列
音と
して

現
わ
れる
(カ
ガ・
ミ)
と
い
う

現

象は
国語
学
者や
言
語学
者の
注
意
をひい
て
きた
が 、
その
納
得のい
く

説
明
は
ま
だ
与え
ら
れてい
ない
よ
うで
ある 。

有坂
秀
世
はカ
ゲ
(
彬じ
を
「露
出
形」 、ヵ
ガ・
ミ
のカ
ガ
を「被
覆
形」

と
名づ
け
た
(有
坂
「国
語
音
韻史の
研
究」
四
九
頁) 。こ
こで
はこの
用

語を
用い
る
こ
と
に
する 。
彼はこ
の
両
形を
古
代日
本
語資
料か
ら
くま

な
く

集
め
た
(
有
坂
「
国
語
に
あ
ら
は
れ
る
一

種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」

前

掲三
七
i四

五
頁) 。
左に
こ
れ
を
利
用さぜ
て
い
ただ
く 。

私
は
原文の

万
葉仮
名
を
片
仮
名に
改め
た 。
ま
た
引
用は
名
詞の
部
分だ
けにし
た 。

露

出

形

被

覆

形

A
.

ヶ
、

グ
、

へ
、

メ
(
以
上
乙
類V

カ
、

ガ
・
nh
、

7
、

ザ
、

夕
、

\
以
上
る
類
な
るJ

、
テ 、
ネ 、
レ

{
こ
と
の
決
定
的一
ザ

タ

ナ
、

ラ

〆
艶
聞
な
し

、

ア
メ
ハ
雨
)

ウへ
(上〉

メ
ハ自)

アメ
ハ天〉

ナ、
ラ

山

七

良R

ウ
カ・
ノ・
ミタマ

サ
カ・
ミ
ヅ
クラジ 、
サ
カ・
ミ
ヅキ
イ

マ
丸 、
サ
カ・
ヅキ

カガ・
ミ

ス
ガ・
9
夕、、\
λ
ガ・
ハ
ラ 、
ス
ガ・

ノ・
宇

ウハ・
ツ・
ク-一

マ・
モ
ラヒ 、
マ・
ナ・
カヒ

アマ・
ハ
セ
ヅ
カヒ 、
アマ・
ト

(乙)

プ 、
アマ・
クモ 、
アマ・
ヂ 、
ァ7・

カケ(乙)リ 、
アマ・
テ
作・ツ
ヰ(乙) 、

ア7・
テ
ラェ・
カミ(乙) 、
アマ・
ソ

(乙)y
(乙)
p 、
アマ・
クダ
F 、
ァ

マ・
ユ
ク・
ツ
キ(乙) 、
アマ・
ダム 、

アマ・
サ
ク件 、
アマ・
ツ・
ミ
ヅ 、
ア

マ・
ノ・
サ
ヅラ、
アマ・
ノ・サグメ 、

アマ・
ノ・
イハ
クラ 、
アマ・
ノ・
ヤ

ツ
カグ 、
アマ・
ノ・
ミソ
ラ、
アマ・

ノ・
シ
ラ
クモ 、
アマ・
ノ・
ガハ 、
ァ

マ・
ノ・
ハ
ラ 、
アマ・
ノ・
ヒ
ツ
ギ

アマ・
ゴ
モ
ロ
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カ
ぜ
ハ
風)

テ

ハ
手)

タ
テ
ハ
楯)

カ
ネ
(
金)

フ
ネ
(
舟)

ム
ネ
ハ
胸)

B 
ウ
レ

ハ
末-)

7
v

ハ
稀)

キ
ハ
乙) 、
ミ

ハ
乙)

ナ 、-一
、

p(
刊

一日臨
時
げ)

ツ
キ
(
月)

ツ
キ
(
槻)

ミ

(
身)

カ
ミ

(
神)

カ
ザ
・

キ
ハ
乙
)
ツ
ワ
ケ
ノ
オ
シ
ヲ
ノ
カ
ミ

タ
・
ヨ
ム
ラ 、
9
・
ピ
ロ
ヨ
ス

、
nr
・
カ

ミ
ト
ロ
シ
マ
W
F
・

エ
グ
リ 、
F
-
R
キ 、

タ
・
ド
キ 、

9
・

ヅ
キ 、

タ
・

モ
ト

、

F
・
-一
ギ
リ

モ
チ
テ 、
タ
・

ヅ
カ
ヅ
エ

、

9
・

ナ
ν
ノ
ミ
コ
ト

、
タ
-
ヲ
ロ
力
ザ
シ

テ 、
F
・

パ
サ
ミ 、
タ
-

ヂ
カ
ラ 、
9
・

7
ク
ラ 、
F
・

λ
ヶ
ョ

、
F
・

ナ
・
月
ヱ

ノ
ヨ
シ
キ
ラ
ヒ、
9
・

ナ
・
y
コ
モ
ヤ
ラ

-7
-一

9
9
・

ナ
メ
テ 、
F
F
・

ナ
ミ

カ
ナ
・

ヤ
マ
ピ
コ
カ
ミ 、
ヵ
ナ・
ト
カ
ゲ 、

カ
ナ
・
ス
キ 、
カ
ナ
・

マ
タ

フ
ナ
・

ア
マ
リ ‘
フ
ナ
・
ノ
日 、
フ
ナ
­

Jア 、
フ
ナ
・
・ヒ

ト 、
フ
ナ
・

ダ
ナ 、
フ
ナ・

ギ
ホ
フ 、
フ
ナ
・
ノ
・

へ

ム
ナ
・
ミ
ル 、
ム
ナ
・

サ
ヵ 、
ム
ナ
・
ワ

ケ
ユ
カ
ム

ウ
ラ
・

パ
、

ウ
ラ
・
ワ
カ
ミ

マ
ラ
・
ヒ
ト

ク 、
ム

ツ
、

ヌ
、

ル

ツ
ク
・
ヨ
(
甲)

ツ
ク
・

ユ
ミ

ム
・
カ
ハ
日 、
ム
・

サ
ネ

カ
ム
・
カ
ゼ
ノ 、
カ
ム
・

ホ
ギ ‘
カ
ム
・

ガ
カ
日 、
カ
ム
・

ホ
サ
キ
ホ
サ
キ
キ 、
カ

C 

ム
-

カ
ラ 、
ヵ
ム
・
カ
ラ
ャ 、
カ
ム
・
ォ

ヤ 、
カ
ム
・

サ
ピ
イ
マ
ス

イ
ホ
ツ
・
ツ
ド
ヒ、
イ
ホ
ツ
・
ツ
ナ
パ
フ 、

イ
ホ
ツ
・
ト

ハ
乙)
P
F
テ 、
イ
ホ
ツ・
ノ・

ミ
見
マ
ル
ノ
タ
マ

サ
ッ
・
7 、
サ
ツ
・

ユ
ミ 、

サ
ツ
・
Jピ

ト

ヌ
・

ポ
ョ

、
z
・

ナ
・
ト

ク
bF
・

ス
パ-7

コ
ハ
乙) 、
ホ(

叩
瑚
弘一
時
げ)

ト
(
乙)

ゴ
-
ク
ハ

‘
ョ
・
9
チ 、
コ
・
タ
カ
ク
テ 、

ヨ
・
ノ
・

マ
、

=
・
ノ
・

戸
、

=
・
ノ
・

-一
、

ョ
・
1
ν 、
コ
・
ノ
・
ク
レ

ホ
-

ナ
ヵ 、
ホ
・

4
、

ホ
・
ノ・
ス
y
p 、

ホ
・
ノ
・

ア
カ
P

ヲ
チ
(
遼)

ヲ
ト
・
ッ
・

ハ
タ
デ 、
ヲ
ト・
ッ・
ヒ
(
甲)

以
上

の
う

ち
格
劫
詞

の
接
尾
し
た
形
は
次

の
遜
p。

ノ

ウ
カ
・
ノ
・
ミ
タ
マ

、
ス
ガ
・
ノ
・
ネ 、
ア
マ
・
ノ・
サ
ヅ
ラ 、

ア
マ
・
ノ
・

サ
グ
メ

、
ァ
7
・
ノ
・
イ
ハ
ク
ラ 、
ア
7
・
ノ
・

ヤ
ソ
カ
ゲ 、
ァ
7
・
ノ
・
ミ
ソ
ラ 、
ア
マ
・
ノ
・
シ
ラ
ク
毛

、

ア
マ
・
ノ
・
ガ

八戸
、

ア
7
・
ノ
・

ハ
ラ 、
ア
マ
・
ノ・
ヒ
ツ
ギ 、

フ
ナ
・
ノ
・

へ
、

コ
・
/
・

7
、

=
・
ノ
・

ρ
、

ョ
・
ノ
・

ニ
、

コ
・
ノ0・
ク
レ

、
ホ
-
ノ
・

ア
ガ
リ

マ
・

ナ
・
カ
ヒ、
9
・

ナ
-
A
Z
ノ 、
タ
・

ナ
・
y
ヨ
モ
ヤ
ラ

ラ
-一

、
ヌ
・

ナ
・
ト

ク
ハ
・
ッ
・
ク
=

、
ア
マ
・

ッ
・
ミ
ヅ 、
ヲ
ト・
ッ・
ハ
夕 、デ .

ヲ
ト
・
ツ
・
ヒ
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イ
ホ
チ
(
五
百
筒)

サ
チ
(
獲)

=

(
環)

ク
リ

( 一
梁)

キ

(
乙) 、
ヒ
ハ
乙)

チ

(
叩
瑚

民間山
げ)

キ

(
木)

ヒ

(火)

ナツ



(二〉

古代日本語のニ， 三の音韻現象について

新
村
出はか
つ
て
A
につ
い
て
は 、
ア
列音
(被
覆
形)
を
もっ
て
本
源

的と
考
え
た 。

「た
け」
(
竹)と
云
ふ
言
葉
と
「や
ぷ」
ハ
薮)
と-x
er
言
葉
を

給
付
け

て
熟
語
に
す
る
と
き
は
「た

か
や
ぶ」
と
な
る。

単
語
と
し
て

は
元
か

。

。

ら
「た
け」
で
あ
る

が、
そ
れ
を

熟
語
に
組
立
て
る
と
き
に
「た

か
宇

。

ぶ」
と
云
ふ
風
に
音
を

変
ず
る。

「ふ
ね」
と一京
ふ
言
葉
に
「ひ
と」

と
云
ふ
言
葉
を

附
け
て

熟
語
に
す
る
と
き
は 、
「pph
び
と」
と
な

る。
新

う云
pt
夙
に
説明
す
る

の
が
今
ま
で

の
説
き

方
で
あ
P
ま
し

た。
所
が
比
在
来

の
説
は
近
来
に

な
り
ま
し
て

先
覚
者
に
よっ
て

非
難

さ
れ
ま
し
て、

e
をa

に
し
た

の
で
は
な

い、
熟
語

の
中
な
るa

が
却

っ
て

原
の

形
を

保
存
し
て

居
る、

熟
語

の
中
に
残っ
て

居
る

a
の

形
の

。

。

方
が
古い、
「た

か」
と
か

「ふ
な」

と
か一式

ふ
形

の
方
が
単
語
と
し

て
も
古

か
ワ
た、
単
誇
と
し
て

は一
般

の
音
韻
変
化

の
勢
カ

の
為
に
支

配
さ

れ
て

a
がe
に
変ワ
て

仕
舞ワ
た、

併し
な

が
ら

熟
語

の
場
合
に

。

。

は
其
勢
力
を

免
か

れ
て

原
の

音
で
「た

か
や
ぶ」
と
か

「ふ
なぴ

と」

と
か

云
ふ

の
で
あ
る
と 、
新

う一玄
ふ
反
対

の
説明
を

開
〈

に
至
り
ま
し

た。
私
も
や
は
P

此
新
説

の
方
に
傾

い
て

居
P
ま
す
が、
東
語
に
於
け

る一
例
か

b
し
て

今
の

仮
定
説
を

幾
分

か
確
め
る
と
と
が
出
来
は
し
な

い
か

と
考へ
ま
す。
(
新
村
「
国
語
に
お
け
る

東
国

方
言

の
位
置」 、
論

文
集
「
言
葉

の
歴
史」
一
O
九 、
一
一
O
頁)

新
村は 、
大
和の
イへ
(
家)
が
東
国で
はイハ
と
して

現
わ
れるこ
と

ま
た
大
和のエ
リ・
フォ
ー
ム
(例え
ば
「行ケ
リ」)に

対し 、
東
国がア

り・
フォ
ー
ム

ハ「行カ
リ

」〉
を一示
すこと
に
注
意L ‘
プ
羽;
フォ
ー

ム

を
本
源
的と
考
え ‘
ま
たイハ
を
本
源的と
考える
よ
うで
あり 、
こ
れに

よっ
て
有坂の
言
う
被覆
形の
本
源
性が
幾
分たし
か
め
ら
れる
と
考えた

よ
うで
ゐる 。
し
か
し

特
殊
仮
名遺の
研究に
よっ
て 、
い
まで
は
被覆
形

に
対
応
する
露
出形のエ
列音が乙
類で
ある
こ
と
が明らか
に
さ
れ 、
こ

れに
反し 、
ェ
リ・
フォ
ー
ム
のエ
列
音やイへ
(家)
のへ
が
甲類で
あ

る
こ
と
が明らか
に
さ
れ 、
従っ
て 、
東
国
の
ア
リ・
フォ
ー

ム
やイハ

(
家)
とい
う

語
形が
被
覆
形・
露
出形の
説
明に
何の
役に
も立
た
ない

こ
と
が
極めて
明らか
と
なっ
たので
ある 。

結
局 、
新村説の
土
台は 、
熟
語に
古形
が保
存さ
れや
すい
とい
う可

能
性で
ある 。
金
田
二尽
助も
同じ
見
解で
ある 。

酒
の

酒
盛・
酒
屋・
酒
樽

な
ど
で
サ
カ
と
な
っ
て

ゐ
る。

同
様
に、

たけ
たかbTVが

なはしろ

舟
が
舟
子
・
舟
橋・
舟
歌 、
竹
が
竹
薮・
竹
む

ら(
釜) 、
首
が
苗
代、

金
が
金
物・
金
具
な

ど 、
昔

の
古い
形
は
ー
で
あっ
た

の
が
後
に
で
に

なっ
た

の
で‘
熟
語
に
一a
形
が
保
た
れ
て

残っ
た

の
だ
と
考
え

ら
れ

る。
(金
田一 、
新
訂
犠
補
「
国
語
音
韻
論」
二
八
頁)

阪
倉
篤
義も

アマ
・
ツ

ク
等
が
古
形
で
そ
れ
が
熟
語
中
に
保
存
さ

れ
た
も

の
で
あ
る

と
考へ
る

事
が
出
来
る

の
で
あ
る。

(
国
語
学
会
編 、
「
国
語

の
歴
史」

二
八
頁)

と
のべ
て
い
る
が 、
新
村説と
同様で
ある 。

熟
語形
本
位説
は一
方において
は
その
論拠が
弱い 。
熟語
形
或い
は

曲
用
形幹が
本
源
的
な
形を
係存
する
保証は
どこ
に
も
与
えら
れて
い
な

い
し 、
却ワ
て 、
曲
用幹は
語
末母責に一
定の
愛
更を
加
える
可
能
性も

ある 。
他
方 、
熟
語
形か
ら
露
出形がどの
よ
うに
して

派生し
たか
につ

いて
こ
の
説で
は
全く
説
明
が
加
えら
れてい
ない 。
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' 

次に
有
坂
は
露
出
形色
被
覆
形と
の
母
音
交
替の
「
発生
原
因につ
い
て

は
未
だ
明
ら
か
で
ない
が 、
恐
ら
く
は
もと
の
同一
の
母
音
が 、
語の
中
程

に
ある
か
或
は
末
尾に
ある
か
に
よっ
て 、
その
発達
を
異に
し
た
結
果で

あら
うと

恩
は
れる」
と
の
べ
る
の
みで
あるハ有
袋 、
前
掲 、
六
六
頁) 。

雪一一回い
か
え
る
と 、
本
滅
的
語
末
母
音x
が
本
来
両
形に
共
通で
あワ
た
が 、

その
置
か
れ
た
位
置
が
異る
た
め 、
A
の
場
合に
は一
方で
はa
に
発達
し 、

他
方で
は
乙
類エ
列
音
母
音に
発達
し
たと
考
え
た
よ
ろで
ある 。
い
ず
れ

も
多か
れ
少
な
か
れx
か
らの
距
離
を
示
すわ
けで
ある 。
尤
も
「
被
覆
形

は
露
出
形よ
り
も一
層
古い
時
代の
語
形の
面
影
を
存して
ゐ
る」
(前
掲

一
一
四
頁)
と
の
べ
て
い
る 。
し
か
し
その
理
由
は
あ
げ
ら
れて
い
ない 。

く三〕

ウレ
(末)
は
被
覆
形に
お
い
て
ウ
ラ・
メ 、
ウ
ラ・
ワ
カ
主
と
して

現

わ
れる
こ
と
は
前掲の
資
粉に
見
える
通
りで
ある 。

av'z
 

ウレ
は
末
枝
ロ
3・
苦
か
ら
派生
し
た
と
考
え
ら
れ(大
言
海) 、
こ
の
解

釈
を
私
は
正
しい
と
思
う 。

序
な
が
らウ
ラロ
g
は
音
頭
的に
も
意
味
的に

も
清
洲
文
語
z
g
「
啓」
と
同一
の
こ
と
ばで
あ
ら
う 。
さて
Z
36
百
は

ロ『白川t
RJ山
に
発
展し
た
こ
と
が
考
え
ら
れる 。
被
覆
形
c
s
は
語
末
母

音
曲川
t

A
の

mtl山
の
消
滅し
た
形で
ある 。
つ
ま
り 、
そ
れ
は
収
縮
幹

で
ある 。
私
は
三曲目
苫vz
gM
t

R白川
の
発
展
形ウレ
(
露
出
形)
を
完

全
幹と
名づ
け 、
E
又
は1円
の
収
縮し
た
形
(被
覆
形)
を
収
縮
幹と
名

づ
け
る 。

ウレ
||ウ

ラ
につ
い
て
は
少
くと
も 、

右の
よ
うに

考
える
こ
と
がで

きる 。
こ
の
考
を一
般
化
する
こ
と
がで
きる
か
は
今の
と
こ
ろ
断
定
し

が

たい 。
た
だ
僅か
で
は
ある
が
次の
よ
う
な
自

給
語
棄
比
較か
ら
乙
類エ
列

音
母
音
がJht

Aに
さ
かの
ぼ
る
こ
と
が
推
定さ
れる
の
で
あっ
て 、
こ
れ

をウケ(食) 、
サ
ケハ酒) 、
ヵ
グ(影) 、
ス
ゲ(菅) 、
マへ(上) 、メ(自) 、

ア
メ
(天)
に
適
用
する
と
ErJMt
吾

品曲
島白川t
gr

A
i--

が
得ら
れ

る 。
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日
本
語

朝
鮮
語

へ(乙
Y、、(
甲)
「
蛇」

富山白
日
「
蛇」

ケ(乙 、
「
日」)

}同氏
「
太
陽」

ケ(乙)ヅ
ル
「
統 、
削」
昨岡山
吉江口
g
「
毅
す
筈
す
る」

被
覆
形
は ・
竺
又
は ・
竺
の
iF

が
収
縮し
た
形 、
ZHSU
Z
E--::
で
あ

る 。合
成
語に
ス
る
場
合 、
或い
は
絡
接
尾
辞
が
接
尾
する
場
合(曲
用
斡) 、

こ
の
i内

の
収
縮
が
生じ
たと
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
収
縮
は
乙
類エ
列
音
母

音
が ・尽に
近
く

発
音さ
れて
い
た
時
代ハ
恐
ら
く

奈
良
時
代
以
前)
に
生
じ

たの
で
あっ
て 、
当
時に
あっ
て
は ・
竺に
終る
完全
形ハ露
出
形)と
i向

が

収
縮し
たa
に
終る
収
縮
形
(被
覆
形)
と
の
関
係は
全
く

明
瞭で
あっ
た

で
あ
ろ
う 。

-剖【の
i円

は
安
定
度の
高い
母
音で
なかっ
たの
で
被
覆
形
位
置
に
お
い

て
の
み
な
ら
ず 、
合
成
語
第三
項
末に
立つ
場
合に
も
往々
に
して

収
縮し

た
よ
うで
ある 。
例
え
ば 、
ヤ-
ソ・
フ
ナ(八
十
鍛) 、
ム・ツマ(六
爪〉 、

ト
ヲ・
カ
(十日)
の
フ
ナ 、
ツマ 、
ヵ
に
お
い
て
そ
れが
見
ら
れる 。
こ

れ
ら
は
被
覆
形へ
の
類
推に
よっ
て
生
じ
た
と
解
する
よ
り
もi《
収
縮
が

三
音
節
乃至
そ
れ
以
上の
音
節の
誇の
最
後の
位
置
に
お
い
て
生
じ
たと
解

し
た
方
が
妥
当と
思わ
れる 。

-

B
の
カ
ミ
とカ
ム
と
の
関
係に
お
い
て
も
同じ
よ
う
な
考
察が
可
能で
あ

る 。
ア
イ
ヌ
誇の
ESA
(
日
本
語
と

ア
イ
ヌ
誇
と

の
聞
に

お
け
るこ

の



古代日本語のニ， 三の音韻現象にづいて

と
と
ば
の
借
用の
方
向
は
問
わ
ない)
は
カ
ミ

(
乙)
の
本
来
の
形
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
最
後の
i向

の
収
縮
し
た
形 、
即
ち
}内田ヨロ
が

被
覆
形で
あ
る
ハま
た
「
身」
を一ホナミ
も
古〈

は
自己
に
さ

か
のぼ

る

と
推
定
さ

れ
る。

朝
鮮
語
gO
B
〈
J5
5
「
身」
参
照)。

C
の
キ(
乙)
lコ(

乙)の
関
係
につ
い
て
も
同
じ
こ
と
がき一守え
る 。
た
だ

こ
こ
で
は
問
題
が
や
や
複
雑で
あ
る 。
次の
ご
つ
の
こ
と
か
ら
考
慮に
入

る 。付
「
木」
は
景
行
紀で
府
間関(
乙) 、
万
葉で
駅
前(
乙) 、
メ
シ
ラ
(二
十

l二
十一
丁) 、
マ
ツ
ノ

智(二
十
l一一一

十
八
了U
と
あ
り 、
乙
類ケ
で
も
表

わ
さ
れて
い
る 。

伺
有
坂に
よ
る
と
「お
も
ろ
そ
ろ
し」

や
古
代の
琉
球
金
石
文で

ウ
チ
ハ
内)
ク
チ
(口)
カ
ミ

ハ
神)

な
ど

の
末
尾

の
音
節

は
い
づ

れ
も
イ
列
音

の
仮
名
で
写
さ

れ
て

ゐ
る

の
に、
キ
ハ
木)
オ
P

(
下)

な
ど

は
到
る

処
ヶ 、
オ
レ
と
なっ
て

ゐ
て、

キ 、
ォ
P
と
なっ
て

ゐ
る

所
は
殆
ど

見
当
ら
な

い。
(
もっ
と
も
棒

な
ど

は
ク
ス
ヌ
キ
と
なっ
て

ゐ
る。)

(
有
坂 、
前
掲 、
六
九
頁。
「
木」
が
古い
琉
球
語
で
一回
で
あ

る
の
に
ク
ス
ヌ
キ
の
み
一別
で
あ
る

の
は
協

の
前

の
凡
て

の
音
節
の
狭

い
母
音

の
影
響
の
放
で
あ
ろ

う0)

そ
こ
で
次の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る 。
「
木」
を
あ
ら
わ
す日
本
語に
乙
類

キ
P
ち
と
乙類ヶ
P
川む

と
の
両
形
が
あり 、
前
者
か
ら
キ
が
発達
し

後
者
か
ら
「
木」
の
曲
用
形 、
熟
語
形コ
(
乙)
や
「
お
も
ろ
そ
う
し」
の

隔
が
発
達
し
た 。

回向
山V
E
V
E
ハE
判明瑚〉

「

rMは〉田内
向JV
EI(
鳶
翻
出WU

F
Jmv
g
宮
3
3戸、υVE』ハ報発
想

同
じ
こ
と
はヒハ
さ
に
つ
い
て
も
言
え
る 。

ふ
す

ま私、
定
ハ神

代
紀)
の
伊
ハ乙
類)
が一示
す
よ
う
にへ(
乙)と
交
替
する 。
即
ち
「
火」

を
表
わ
すこ
と
ば
と
し

て同点 t♂γ
が
存し
た 。
前
者はヒ
(火)
に
発達

し 、
後
者
は
合
成
語に
お
い
て
残っ
て
い
る 。

E〉時間V2
但V
Jlvgl(ゆ詩摘出w-
密通渋零)

同
じ
こ
と
は
「
背」
を
表
わ
すセ
に
も
見
ら
れ
る 。

♂
ほV印刷Vg

♂丘一〉印。lV田口l(ゆ詩搬送)

(
序

な
が
らメ 、

ヶ
乙
類
と
ミ 、
キ
乙
類
と

の
交
替

の
例
と
し
て

次の

も
の

が
あ
る。ミむ

メ己

都
麻
泉
徴
爾ハ
記)
||

菟
摩語
味
爾

キむ

ケむ

許
紀
志
悲
恵
泥(
記)
||

居
来
像
被
恵
爾)

、】J四r目、、

以
上の
よ
う
に
露
出
形 、
被
覆
形の
関
係
を
考
える
と 、
有
坂
が
両
形の

母
音
交
替
を
「イン
ド
ゲル
マシ
誇の
krEE同
に
も比
すべ
き
もの
で
あ

る」
(有
袋 、
前
掲 、
六
六
頁)と
の
べ
て
い
る
の
は 、
妥
当で
ない
と

言
わ

ざ
る
を
得
ない 。
イν
ド
ゲ
ルマ
ン
誇の
ア
プ
ラ
ウ
ト
は 、
i《

を
そ
なえ

た
語
末
母
音と 、・1
を
失っ
た
誇
宋母
音と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発達
し

たと

こ
ろの
母
音
「
交
替」
と
は
全
然
別
個の
もの
で
あっ
て 、
も
し
イ
ン
ド
ゲ

ル
マ
シ
誇の
中
に
こ
れ
と
や
や
類
似し
た
現
象
を
も
と
め
る
と
し
た
ら 、

〉
5-同三∞m
gmR
で
ある 。
こ
れ
につ
い
は
や
がて
ふ
れ
る
機
会
が
ある
で

あ
ろ
ろ 。
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一一
、

古
代
日
本
語
に
hu
け
る
母
音
の
後
進
的
影
響

lp
y
ヵ
lp
y
ヶ
・
γ
の
関
係
の
解
明
|

「カ」
に
終る一-一
乃
至
四
音
節
副
詞
幹 、
例え
ばハ
ル
ヵ 、
ァ
キ
ラ
カ
に

「シ」
ハ形
容
詞
終
止
形) 、
「キ」
ハ形
容
詞
連
体
形)
が
接
尾し
たと
き

「カ」
が
「ケ」
乙
類
に
転
化
する
と
い
ろ

法
則
が
ある 。
こ
れ
は
橋
本
進

士口
に
よ
り
「
上
代の
文
献に
存
する
特
殊の
仮
名
遣と
当
時の
語
法」
ハ一

九
三一
年)
と
い
ろ
論
文の
中で
指
摘
さ
れ
た 。
橋
本
は
次の
よ
ろに
のベ

日匂 。
「
か
」

で
終
る
副
詞
の
語
幹
が
形
容
飼
の
語
尾
に
附
t

時
「
か
」

か
ら

転じ
た
「け」
気

ハ乙)

l

レ

ベノ

ノ

ド
叫
l
ノ

ド
ケ
γ

例

hr

w
カ
↓

ハ
ル
う
シ

ノ

;

(橋
本
進士口
博
士
著作
集
第三
冊 、

こ
の
転
化の
現
象
を一ポ
す
言
葉
は
次の
通
り 。

語
幹

接
尾
辞
「
γ
」

接
尾
辞
「
キ
」

戸
ル
カ

ハ
ル
ケ
・
γ

シ
ヅ
カ

γ
ヅ
ケ
・
シ

ア
キ
ラ
カ

ア
キ
ラ
ケ
・
γ

カ
ソ
カ

カ
ソ
ケ
・
キ

サ
ヤ
ヵ

ユ
タ
カ

サ
ヤ
ケ
・
キ

ユ
タ
ケ
・
キ

ス
ム
ヤ
カ

ダ
ヒ
ラ
カ

一
七七頁)

接
尾
辞
「
ク
」

サ
ヤ
ケ
・

ク

ス
ム
ヤ
ヶ
・

P

F
ヒ
ラ
ケ
・
ク

ヤ
ス
ラ
ケ
・

ク

ヤ
九
ラ
カ

し
か
る
に
「カ」
に
終る
二
音
節
形
容
詞
幹に
接
尾し
た
場
合
「カ」
↓

「ケ
;乙)の
転
化
は
行
わ
れ
ない
を
の
事
実に
私の
注
意を
向け
て
下

さ
れ
た
の
は
池
上
積
造
教
授
で
あ
る
) 。

形
容
関
幹

接
尾
辞
「
シ
」

接
尾
辞
「
キ
」

ア
カ

ア
カ
・
シ

ア
ヵ
・
キ

タ
カ

タ
カ
・
シ

タ
カ
・
キ

ナ
ガ

ナ
ガ
・
キ
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接
尾
辞
「
ク
」

フ
力

フ
カ
・

ク

プ
カ
・
γ

ワ
カ

ワ
カ
・
ジ

ワ
カ
・
キ

前
者に
お
い
て
は
転
化
が
生
じ
後
者に
おいて
は
生
じ
ない
の
は
ど
ろい

わ
けか 。

乙
類エ
列
音
母
音
は
中
舌のェ 、
即
ちa
ハ
或は
そ
れに
音
節を
担
わ
な

い
in

の
つ
い
た
母
音)と
考え
ら
れて
い
る 。

前
述の
転
化
は
次の
よ
ろに
転写
さ
れる 。

同
国
司
c
r
国

内
田
つ
』
W
U回一-

白山
【凶
己叫
曲

師町
内同
ロ
W
U回目

白
r日
円
曲
目内
白

血}内山
門
戸
r
u
回目

-内
曲
目
o
r
田

w
mw
田
o
r
u
回目

凶 ，vu
とい
う
転化をひ
き
起し
た
原
因と
して
次の
二
つ
が
ある 。

昨い
誇
乾
か一
T四
音
節の
長さ
を
有
する
こ
と
(一一
芝即
時付で
は
転
化

が生
じ
な

い) 。

伺
接
尾
辞が
狭い
母
音を
ふ
く
むこと
(「シ」 、
「キ」 、
「F」) 。

i

付が
な
ぜ
転
化の
原
因と
なる
か
と言
え
ば 、
第
三・
四
番目の
音節
に



古代日本語の二， 三の音韻現象にづいて

立つ
母
音は 、
減じ
ら
れた
カを
以て
発音
さ
れ 、
他の
母
音の
影響を
う
け

や
す〈
なヮ
て
い
る
か
らで
ある 。
「国語の
音
節は」
|!と

橋本進
吉は

のベ
る
||

「発
音に
於て
も
その
初
頭に
カを
込め
終に
近づ
くに

随っ

て
力を
獄
ずる
の
が
常で
あり 、
之を
聞く
もの
にとっ
て
も 、
その
最
初
が

大
切で
あっ
て 、
そこで
如何
なる
音で
ある
か
を
識別
するの
で
あっ
て 、

母
音の
最
後の
部
分は
比
較
的
重
要で
ないの
で
ある
が 、
誇
全
体と
し℃

見
れば
最
後の
音
節の
最
後の
部
分は
軽く
発音さ
れる
傾
向が
あり 、
殊

に
三
音
節
以
上の
誇に
於て
は
最
後の
母
音一は
多
少
酸
味で
あっ
て
も 、
そ

の
意
味を
解
する
に
支
障
を
生じ
ない
事
が
多い 。」
(橋
本 、
著作
集
W 、

二
四
六
頁)
語
末
母
音の
弱
化に
関
する
この
見
解は
妥当で
あり 、
前述

の
転
化の
現
象の
説
明に
役立つ 。一一
音
節幹ア
ヵ 、
フ
ヵ 、タ
ヵ 、ヮ
カ
の

語
末母
音a
にく
らべ
る
と 、
三
i四

音
節
斡
末
母
音は
弱まっ
て
お
り 、

そ
れだ
け
後続接
尾
辞の
母
音の
影響を
う
け
易く
なっ
て
い
る 。一一
音
節

幹
末
母
音はか
か
る
影響をは
ねか
え
す力を
もっ 。

一一一
l四

音
節
幹
末の
弱
化し
た
母
音に
対
する
狭い
母
音i 、
u
の
影響

の
もと
に
W同V
E
の
転化が生
じ
たと
推定さ
れる 。

一
見 、
次の
事
実はこ
の
説
明の
E
当さ
を
疑わしい
もの
と
な
すかの

如くで
ある 。

二品目
節
以
上
よ
り
成る
語
幹に
狭い
母
音i
をふ
く

む
接
尾辞
?
こ
が

附さ
れる
と
き 、
右の
転
化は
生じ
ない 。

オホロ
カ

オ
ホロカ・
ニ

サ
ヤカ

サ
ヤカ・
ニ

この
場
合 、
幹
宋
母
音の
弱
化に‘つ
い
て
は上
述と
同じ
筈で
らる 。
た

だこ
の
弱
化し
た
母
音に
働
きか
ける
「-
こ .mの
i

が
「キ」
や
「シ」

の
よ
う
な
カを
もっ
て
い
たか
が
問
題で
ある 。
で
こ
の
影
響
力の
弱か

っ
たこと
につ
いて
は
次の
点か
ら
判
断で
きる 。

古
代日
本
語にごつ
の
母
音iとa
と
が
何らの
子音を
介
するこ
と
な

く
接
する
と
き 、
甲類ヶ 、
へ 、
メ

母音が
生
ずる 。

行キ・
ア
リ
↓

行ケ
(
甲)
リ

思ヒ・
ア
リ
↓

恩へ
(甲)
リ

淀ミ・
ア
リ
i

淀メ
(
甲)
リ

しか
る
に
で
こ
に
「ア
リ」

が
接
尾し
たと
き
「ネリ」
が
現
わ
れ
な

い
で
「ナ
り」

が
現わ
れる 。
「-
こ
の
母
音i
は
「ア
リ」
のa
によっ

て
常に
排
除さ
れる 。
こ
れは
?この
i

が
弱かっ
たこ
と
を
在明
する 。

従っ
て
「-
こ
の
接
尾が
「カ」
↓

「ケ」
(乙)の
転
化をひ
き起さ
な

ぐて
も 、
前掲の
説
明が
否
定される
わ
けで
ない 。

後続
音
節
母
音が
党
行音
節
母
音に
対して
及ぼ
す影響は
決して
珍ら

しく
ない。

ワゴ・
オホ
キミ
が
それで
ある 。
当国間同l♂
写fE
EV
JZ問
。lJ
$l

E
B-(オ
ホ
が
陰

性
幹
で
あ
る

と
と

は
オ
ホ
ロ
(乙)
カ
に
よ
っ
て一ホ

さ
れ

る) 。
金
田一
京
助はこ
の
言
葉の
うちに
「
最も
古く
見える
湖行同
化」

(国語
音
韻論 、
一
四
五
頁)
を
見
出して
い
るの
は
正
当で
ある 。

ヨ
ヒ(属HU
ち訟
も「夜」

uさ
との
関連か
らみて 、
凶志向HV
Z2
とい

ろ
発達
が
考
え
ら
れる 。
允
恭紀で
は
志向叫(預
瞥) 、
万
葉で
は
苫
宍与

比)
(十四
l入 、

二
十 、
ご
十!一一一
四)
と

苦虫
(
欲比)
(十五
1

十

五〉
で
ある 。
ヨ
ヒ
の
前にa
をふ
く

む
音
節が=つ
来る
場
合 、
即ちア

サヨ
ヒ
の
と
きは
四
例(十
七
l四

十 、
四
十三 、
=
十
l五)

は
U32
で

あり 、
一
例
(
十爪
lご

十六〉
は
M、主
で
ある 。'
こ
れに
対してe
w。

(此)
が
先
行
する
と
きは
何
れ
も
r
ol
Bm
で
ある(允
恭紀 、
万
十四

1
十九 、
二
十 、
=
十一 、
=
十六 、
三
十四 、
十入
i

十三 、一一
十
l五
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十
七) 。

他
方 、
「夜」
吉
に
古
事
記(景
行)
に
用(
甲) 、
万
葉に
用 、
欲(
甲)

と
あ
り 、

「夜」
可O
E
は
万
葉に
用
流 、
欲
流と
あ
り 、

何れ
も

3
2
と

転
写で
きる 。
ただ
万
葉七
l三に

奥
曾
ハ夜ソ〉
B40
と
あり 、
こ
れ

は坊の"0の
後進
的
影響に
よっ
て
説
明さ
れる 。

コ
ヨ
ミ

(暦)
は
和
名抄に
古
奥
美と
ある
が 、
こ
れ
も
El
B
E
〉

-81
35日
とい
ろ
発達に
よワ
て
生じ
た
形で
は
ない
かと
恩わ
れる 。

古
代
日
本
語
の
a
lh
O
の
交
替
に
つ
い
て

有坂秀
世は
古
代日
本
語に
お
けるエ
列音ハ乙)
||ア

列音 、
イ
列音

(乙)

||ウ
列音 、
イ
列音(乙)
||オ

列音(乙)の
母
音
交
替を
論じ

た 。
この
交
替の
本質は
しか
しイν
ド
ゲルマ
ン
的ア
プ
ラ
ウ
ト
と
比
較

さ
るべ
きで
なく 、
その
成立の
事
情は
案
外
簡
単の
よ
ろに

恩わ
れる 。

(
「
露
出
形
と
被
覆
形
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
一

解
釈
」

参
照
) 。

ま
た
有
坂

は
古
代日
本
語の
音
節
結
合法
則を
取
扱ワ
た論
文の
中で
絡
助
詞凶と
m

と
が
幹
母
音に
依
存して
用い
たで
あ
ろ
うとい
う

縫定を
下し(有
坂「国

語
音
韻史の
研
究」
一
O
九
頁)
て
い
る
が 、
こ
れはアル
タ
イ
系
諸語に

お
ける
母音
調和の
現
象に
類してい
る。
ま
た
「ア
カラ・ .ケ
シ」
に
対

する
「オホロ(乙)カ」
の
ち
ち
見ら
れる
a
loの

対立に
も
着眼して

い
る 。
た
だ
有
坂は
「6
la

交
替」
とい
う

法
則は
み
ち
び
き
出さ
なか

っ
た 。
大野はこ
の
問
題に
関
する、資斜を
く
ま
な
く

集め 、
a
lo

交
替

法
則
ハ「母音
法
則D」)
をみ
ち
びい
て
いる
(大
野
晋
「日
本

語

と

朝

鮮
語
と
の
語
集
の
比
較
に
つ
い
て
の
小
見
」

国
語
と
国
文
学 、

昭
和
二
十
七

年
五
月
号

。

大
野
晋
「
日

本
語
の
動
詞
の
活
用
形
の
起
源
に
つ
い
て
」

国
語

と
国
文
学 、

昭
和
二
十
八
年
六
月
号

。

以
下

、

前
者
を
大
野
A

、

後
者
を
大

一一
、

野
B
と
異
称
す
る
〉 。

大野はmO
とa
との
聞に
は
「
次の
よ
ろな

母
音
交
替に
よる
語
構
成
法

が
見
出さ
れる」
(大
野A 、
四八
頁)と
なして
後掲の
三
十四の
例を
あ

げる。さて 、
a
l-o

交
替に
よる
「誇
構成法」
に
言
及さ
れて
お
り 、
a
1

6
交
替が
「母
音
法
則D」
と
呼ば
れて
い
る
とこ
ろか
ら
見て 、
この
交

替は
わ
れわ
れの
縫定し
得る
条
件で
ひ
き起さ
れた
音
韻
愛
化の
結果生

じ
た
交
替と
は
解さ
れて
い
ない
よ
うで
ある 。

ある一言
語に
おい
て
音
頭の
点で
も意
味の
点で
も近い

諸語
形が
見
出

さ
れる
と
き 、
わ
れわ
れは
それら
諸形の
内部
関
係を
明
らか
にし
よ
ろ

と
努める 。
例
えば 、
ドイツ

語
呂RZ
「
カ」と
目的Fnzk「力
強い」

と
は
意
味も
語
形も近い
ので 、
a
と
a
と
がどん
な
関
係に
ある
か
を
究

め 、
幹
母音a
が
接
尾
辞l日間
の
i

に
よっ
て
影響を
受けa
に
発達し
た

こ
と
を
知る 。
即
ち-ldggE
と
して
わ
れわ
れはa
を
も
つので
あ

る 。
こ
れは
わ
れわ
れの
知り
得る
条
件に
よっ
て
生じ
たので
あっ
τ 、

ド
イツ
語の
向
島「
与え
た」
と

岡市
Zロ「
与える」
とに
お
ける
幹
母
音

a
le

の
交
替
(アプ
ラウ
ト)
と
は
本質
的に
異る 。
ま
た
曲家古
語
(文

誇)
で
「
馬」
は
goユロ
で
ある
が 、
カル
ミュ
ク
語
(西
蒙古
語)
で

百貨ロ
と
して

現わ
れる 。
こ
れ
も』lcsz三
に
よっ
て
説
明さ
れる 。

こ
れらの
場
合 、
ドイツ

語に
お
けるa
l晶 、

蒙古
語に
お
けるO
|O

の
交
替は
派生
的で
ある 。

大
野の
あ
げる
例は
本
源
的な
「母音
交
替」
に
よっ
て
生じ
た
もので

あ
ろ
うか 。

ω
白ヨ田'
ESE-
印同HH白・5σZ
(ハ天
飛)
は白ヨ出品。
EV白ヨ白a品目gz
と

推
定
する
こ
と
が
許さ
れるで
あ
ろろ(前進
同
化) O
MW
UBS
F
ち円。包
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(18) kawara， k凸wörö C擬音誇〉
側 kikasu， kikösu C問〈の敬語〉
(制 masaki， mas凸ke C幸〉
ω na， n凸(自・汝〉
ω na， nö C助詞〉
悌 namu， nomu く祈 る〉
幽 nasu， nösu C如す〉
倒 ra， rö C助詞〉
ω sa， sö C其〉
(';;1) satu， sõti C矢〉
ω sayagu， sõy'むgu情。
倒 tanabiku， tõnõbiku (:初号1)

ωtanagumori， tõnõgumori(棚雲1))
ω tawawa， *tõwõwõ C鏡〉
制 ya， y凸〈助詞〉
紛 y凸rasi， yõrõsi C宜〉
ß4) yõsadura， yõsödura (吉葛〉

古代日本語のニ， 三の音韻現象について

(1) amadamu， amatõbu C天飛〉
(2) ana， õn凸〈間投詞〉
(3) ana， õnõ C己〉
(4) are， õre C己〉
(5) asa， õsõ C浅愚〉
(6) fadara， *fõdõrõ C斑〉
(7) fidari， fitõri (:一人〉
(8) ika， sik凸(殻， 醜強〉
(9 ) ira-Ctu-me)， iゆくne) C血族〉
附 ira・くtu・ko)， irõ・Cse) C血族〉
(1l) ita， i tõ C甚〉
(防 iya， iyõ C章者〉
(13) ka， k，む(彼， 此〉
(14) kara， kõrõ C自・5謁〉
n5) karu， kõru C刈〉
(l.ßl kata， kõtõ C片・猫〉
(17) kata， kõtõ C言・事〉

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が雪
守え
る
で
あ
ろ
う
QO
B
包
V
Z
与師
。。
闘
志
g­

島区
P
Z∞
gz
g
に
つ
い
て
も
言
え
る
と
思
う
守
安
包z
g
V
U10
8
E
E)。

側
gmw師同wr
g
gc
Z
の
第
ご耳目
節
の
母
音
の
交
替
も、
第
三
音
節
の
狭
い

母
音
の
影
響
に
よ
る
成
立
の
疑
が
か
け
ら
れ
て
よ
い。
倒、
側
の
-
2・
(門
戸T

B巾)・
時門む・(ロ叩)・
山
口ヤ(
2・wou-
-
5・(帥巾)
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
疑
が

か
け
ら
れ
得
る。
即
ち、
セ、
ネ
の
母
音
が

吉酬
の
白
に
働
き
か
け
て
町む

が
派
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ・
る。
ま
た
側、
制
gロ剖­

Z
E-
同c
szwロ
ハ
棚
引) 、
g
E
mc
go丘、
件。ロロ同己
目。ユ
(
棚
雲
り)
に

お
い
て
も
母
音
の
後
進
的
影
響
が
疑
わ
れ
な
い
こ
と
は
な
い。
叫慨
に
合
成
語

に
ス
ら
な
い
場
合
に
お
け
る
忌ロむ
と
い
う
誇
形
が
実
証
さ
れ
な
い
限
り
こ

の
疑
問
を
か
き
け
す
こ
と
は
で
き
ま
い。

以
上
の
例
誇
に
よ
っ
て
a
1
0
交
替
に
よ
る
「
誇
構
成
法」
を
確
実
に
実

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

ま
た
伺
回目白
ハ
浅〉
と
む
ち
(
愚〉
と
が
は
た
し
て
同一
語
の
=
つ
の
交

替
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
ろ
か。
同
じ
疑
問
は
闘
E
S
(
片)、

5
5
ハ
独〉
に
つ
い
て
も
い
だ
か
れ
る。
(
序
な
が
ら
冨門担
は
音
韻
的
に

も
意
味
的
に
も
蒙
古
語
官
言お
「
半
分」 、
ッ
y
グ
l
ス・
ソ
ロ
ン
同同-
g
E

「一
一刻
の
も
の
の
片
方」 、
ッ
y
グ
l
ス・パ
ル
グ
ゾ
y
r白-
zr同
「
半
分」

に
対
応
す

る)

次
の
例
は
注
目
さ
れ
る。

的
助
詞
ω
ロP
ロむ
(
有
友 、
前
掲 、
一
O
九
頁
参
照)

ω
2・
5

例
3・
Z

先
行
語
と
密
接
な
結
合
を一示
す
動
詞
幽
ロ
gF
E
E

動
詞
形

叫
}内片付・宇田F
Er-0・2

擬
音
語
倒
w
gz
g-
rbd〈0
5

擬
践
語
附
同白色
気P
B
E司0・

ω
回国
吉岡子
明。
志向F

削刷

gd弓担当P
件。君。君。
ハ白出可宇田
3s-
阻む可守的。山、む一昨釦唱曲-
ga宅P
件。.

肘伺刊(ロ)

87 



者OE円。唱。
参
照)

付

間
投
詞

倒
S
P
EC

刷

副
詞

刷

吉岡・
件。

刷、
刷、
刊
は
も
と
も
と
誇
斡
母
音
の
前・
後、
即
ち
誇
斡
が
陽
性
幹
か
陰

性
幹
か
と
関
係
あ
る
ら
し
い。
聞
の
キ
カ
ス、
キ
コ
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
動

詞
幹
Er・
が
ハ
i
が
中
立
母
音
な
る
故)
陰
性
幹
と
も
陽
性
幹
と
も
と
ら

れ
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る。

伺、
刷、
付、
例
も
興
味
が
あ
る。
a
l-O
の
対
立
が
音
声
絵
画
的
に
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
に
示
さ
れ
る。
擬
音
語、
擬
態
語
に
見
ら
れ
る

a
lo
交
替
は満
洲
誇
の
左記
資
斜
と非
常
に似
て
い
る
(
後
に
見
る

よ
う

に 、
ア

ル
タ
イ
系
言
語

の
E
母
音

は
日

本
語
で

は
O
と

し
て

現
わ
れ
る

の
で

あ
る

か
ら、

満
洲
文
語

のa
le

交
替
に
対
応
す

る
の
は

日
本
語

のa
16

交
替
で
あ
る) 。

a
1・0
交
替
に
よ
る
同一
名
詞
幹、
動
詞
斡
の
諸
笈
種
と
目
さ
る
べ
き
も

の
の
確
実
な
例
は
案
外
少
な
い
と
思
わ
れ
る
(
但
し
宵同
2・
5
E-
E
E

「
刈 、
切」
テ
((
甲
乙

の
別
あ
れ
ば
乙

の
筈))
「手」
と

ト
(乙)
作 、
メ(乙)

「限」
と
ミ

((
甲))

ル
と

に
見
ら

れ
る

母
音
交
替

は
興
味
深
いU。

古
代
白
木
誇
に
お
け
る
乙
類
オ
列
音
母
音
は・0
と
転
写
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が、
こ
の
母
音
は
中
舌
母
音
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
が、

ど
の
程
度
円
暦
性
を
お
び
℃
い
た
か
は
明
確
で
な
い
よ
ろ
で
あ
る。
こ
の
母

背
は
ツ
Y
グ
1
ス
誇
E
(
ソ
ロ
y
語
の
き
は
宇
宇
円
屠
的。
ネ
ギ
ダ
ル'
も

中
や
円
展
的
か)、
満
洲
文
語
e、
蒙
古
誇
e
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見

て、
少
く
と
も
そ
の
一
部
は
乞
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
の
で

あ
る。更

に
朝
鮮
語
E
と
日
本
語
乙
類
オ
列
音
母
音
が
対
応
す
る
よ
ろ
で
あ
る。
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うじ串うじゃく姐が 群ったさ ま 〉
そわそわく立っそP坐ったりす るさ ま 〉
ひ工ろひょろ (病弱で無カのさ ま〉
が 宇が や〈相争うさ ま 〉
よろよろ と， よちよち とく小児の歩〈さ ま 〉
ぞろぞろ， どそどそ〈蜘妹などの様に足の多い虫が 伺うさ ま〉
どろどろく喉に疾が まつわ るさ ま 〉
親しみ道づ〈さ ま ぐったP と〈大いにつ由通れ たさ ま 〉

のそりぷら!J (閉散怠惰のさ ま 〉
ぶらぶら と
かたかたく馬蹄の石をふむ音 〉
が たが たく平坦ならざ るとと る で馬のゆれ る音 〉

はらはら， びくび〈
うじようじ主
が やが や
そわそわ と， ち孟ζち止 と と〈挙動におちつきないきま 〉

debe daba 
dede dada 

ge ga 
gebge gabge 
gerben garban 
her har 
keb kab 
keleng kalang 
keler kalar 
kete kaka 
ketek katak 
pekte pakta 
serben sarban 
tek tak 
tete tata 

fere fara 



古代日本語 ツング�Ã語 満世fl文語

emu rlJ 
重責古語
em也1・er前方， 胸， 南」

朝鮮語
omoく*emu r函， 陽， 霊J �m3i-sonkkarakr親指J �mÙl(ソロン) DJ 

umunく*emlln(パJレグジン〉
umen-emen(エウ且:Y)、， 】 》

。m凸く*emer母J eme-nim r母」
g凸m・く*gem-r妻を迎える」
yör凸・du<ホy�r!;-dur万J y!;r� r多」
kökörö<*kekere r心」

eme r母J eme r婦人」
ge-r主主を必とる，女を略するJ

yeren r90J y!;守êr90J (ソロン〉

fむro・bu<fere-bu r亡」
köweくなe国「声」

宅!;�r r胸J (Yロン) kenggerïr屠殺した 獣の前 xeÐxerekr同J(/、Jレハ〉
半身J
fere-r古〈 なる，古びゆくJ

gerbïr名J (Yロン， パlレgebunr名」
グジン〉

νLG-Mぬ帰国帽hmQ川 -HQ艇は村田
ゼ何

g�r� Cエウェン〉
sö・く*se-r為」
tö-mくte-m r止」
tök凸く*teker床J
fötöく本feter女陰」

se・「言う」
te- r坐る， 腰を下す， 住む」
tehe r台」
fefe r女陰」

(但し， fötö は家古文認ütügünくhüt首günく*pütügün と比絞さるべきか?)
fitöく*fute r人J �eくfuter子供J(ノマルグジン〉

wteく.fute (ソロン〉
ut凸くfute (ネギダ1レ〉

Labialの附近における lI>iについて はツング{スlamur海洋J， 満測誇namu r海洋」に対する日本語 namir波J， ツング{ス
namukta r涙」に対する日本語namita r涙J を 参照せよ。 更にrYラ・ミツ・ヤマトノクニ」のYラ・ミツ は不明の語とされている
が， 満洲語 sllla mlltun r聖書大な， 覚さ」に対応すると息わ れるととを指摘しておきた い。

。、
∞ 



E
U育制

5
5
〈
dw
J
「
嶋」

加。
〈
♂巾
「
料」

。円0・
E
〈
J
R-
E
「
期」

志曲一
八
JO曲目
「
滴」

凹む
BE
〈
ぷ叩
BZ
「
診」

r，ETtg ts《尽き重
己・、::1. ザ・ 八 三 号車
同 八 円 「 山
戸 / \ -，‘< "'" D嗣
-， ".3 江 川;""
芝 E 主ヨー

「 す
濡 」
しー

ア
ル
タ
イ
系
諸
誇
に
お
け
る
母
音
調
和
の
現
象
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演

ず
る
a
l
e
交
替
が
古
代
日
本
語
に
お
い
て
a
l
o
交
替
と
し
て
反
映
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る。

序
な
が
ら
日
本
語
が
ア
ル
タ
イ
祖
語
か
ら
受
け
と
っ
た
%
は
残
り
な
く
o

に
転
化
し
た
と
恩
わ
れ
る
が、
匂ν
やuT.
q
や勢・
唆
な
ど
は
古
代
日
本
語
に
お

い
て
エ
母
音
と
し
て
保
た
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
の
ぞ
む。

-
順
天
堂
大
学
教
授
l




